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4 治水対策の推進

建設課 0285-83-8149

都市計画課、区画整理課、環境課、農政課、安全安心課、下水道課、長田区画整理指導室

・河川と雨水幹線　・河川流域の住民及び財産

19 20 21 22 23 24 25 26

河川数 本 8 8 8 8 8

雨水幹線数 本 20 22 23 23 23

流域面積 km2 167.21 167.21 167.21 167.21 167.21

・河川整備の促進
・雨水幹線の整備推進

・　河川と雨水幹線の整備率
　（河川と雨水幹線整備計画に対しての整備率）

19 20 21 22 23 24 25
26

河川改修率 ％ 83.4 83.4 83.4 83.4 88.2

雨水幹線の整備率 ％ 88.4 60.1 74.8 76.2 88.9

住民は、事業への理解と協力に努める。
行政は、河川と雨水幹線の整備、促進に努める。



    年度の
評価結果

1. 施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること）

2. 施策の成果実績に対してのこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括

25

（1）施策成果の時系列比較（過去３年間の比較）
 〇河川改修率は、前年度同様83.4％である。　

 〇雨水幹線の整備率は、平成23年度は60.1％、24年度は74.8％、25年度は76.2％であ
る。
　・平成23年度整備率は、第一工業団地内の松山町浸水解消事業のため、平成23年3月に
雨水計画区域を1,083.1haから1,273.1ha（190haの増）に拡大し、それに伴い雨水幹線
２路線を追加したことから、全体整備計画延長が6,475ｍ増加した。その結果、前年度
に対し整備率は28.3％減少した。
　・平成24年度整備率は、平成25年3月に旧二宮町市街化区域157.7haを雨水計画区域に
編入し1,430.8haとなり、それに伴い石島地区五行川幹線1路線が追加され、全体整備
計画延長が689ｍ増加した。しかし、第一工業団地内の松山町浸水解消事業が進捗したこ
とにより前年度に対し整備率は14.7％増加した。
　・平成25年度整備率は、第一工業団地内の松山町浸水解消事業が進捗したことにより
前年度に対し1.4％増加した。
　
（2）近隣他市との比較
　公共下水道雨水整備率は、53.6％で県内14市中1位、2位は下野市で47.8％、3位は宇都
宮市で47.5％、14市平均の整備率は23.7％である。本市は、土地区画整理事業が進んでい
るため、整備率が高いと考えられる。（平成24年度末比較）

（3）住民期待水準との比較
　市民意向調査によると「雨水のはけ具合が良いと感じている市民の割合」は平成23年
度は57.9％、24年度は63.3％、25年度は60.8％であり、前年度と比較して2.5ポイント
減少した。要因としては、近年、異常気象によるゲリラ豪雨等の発生により、一時的に
道路冠水が発生していることが影響していると考えられる。

（１）河川改修
・市内を流れる国管理の鬼怒川の改修率は99.5％、小貝川の改修率は71.6％である。今
後の改修時期は未定である。
・県管理の江川、行屋川、大久保川、市管理の井頭川及び西川の改修は完了している。
・県管理の五行川は、真岡市街地部を約70ｃｍ掘り下げる計画があり、現在の改修率は
53.4％であるが、今後の改修時期は未定である。
・五行川二宮遊水地は、平成4年度から整備事業に着手し、右岸側Ａ池11ｈaの整備が平
成19年度に完了し、現在は左岸側Ｂ池29ｈａの整備を実施している。整備率は、Ａ池100
％、Ｂ池78.0％で、全体で86.0％である。
・平成25年9月15日台風18号により小貝川沿岸の阿部岡、三谷地区に被害が発生したこ
とから、国土交通省下館河川事務所と小貝川の堤防整備について協議を開始した。

（２）雨水幹線整備
・長田第5排水区（16.6ha）の雨水管渠の整備が平成25年度に完了した。
・高間木第2排水区（40.9ha）で、亀山北第2調整池Ａ池・Ｂ池の整備を実施している。
・第1工業団地内の道路冠水解消のため、松山町第1雨水幹線整備を実施している。
（３）その他
・亀山北土地区画整理事業地内で、歩道部の透水性舗装を実施している。



    年度の
評価結果

3. 施策の課題認識と改革改善の方向
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（１）河川改修
・五行川二宮遊水地等の河川改修を促進する。
・小貝川沿岸の阿部岡、三谷地区の堤防整備を促進する。

（２）雨水幹線・管渠整備
・雨水幹線の整備は継続して実施する。
・第１工業団地内、松山町浸水解消事業を推進する。

（３）その他
・雨水の浸透性、貯留性を備えた雨水流出抑制型施設の設置を推進する。
・森林、水田の自然保水機能を維持していく。

■ 補足事項

〇成果指標算出根拠
　※河川
　
　　　　　　　　　　整備計画延長　　　整備延長　　　　　改修率
　・平成25年度　　　  63.4ｋｍ　　　   52.9ｋｍ　　　  83.4％
　・各河川の改修率　鬼怒川：99.45％、小貝川：71.57％、五行川：53.42％
　　　　　　　　　　江川、行屋川、井頭川、大久保川、西川：100％

　※雨水幹線
　
　　　　　　　　　　整備計画延長　　　整備延長　　　　　整備率
　・平成22年度　　    13,210ｍ       11,672ｍ     　  88.4％
　・平成23年度　　　　19,685ｍ　　　 11,821ｍ　　　　 60.1％
　・平成24年度　　　  20,374ｍ　　　 15,234ｍ　　　　 74.8％
　・平成25年度　　　　20,374ｍ　　　 15,522ｍ　　　　 76.2％

　※公共下水道雨水整備状況
　
　　　　　　　　　　全体計画面積　　　整備面積　　　　　整備率
　・平成22年度　　   1,313.4ha      635.0ha　　　　　48.3％
　・平成23年度　　 　1,431.1ha　 　　766.0ha　　　　  53.5％
　・平成24年度　　　 1,430.8ha　 　　767.0ha　　　　  53.6％
　・平成25年度　　 　1,430.8ha　 　　778.7ha　　　　  54.4％
　　　


